
2016～2017年 国際ロータリー第2700地区
第36回 RYLA(RotaryYouth Leadership Awad9

ロータリー青少年指導者養成プログラム

本年度テーマ
私たちのリーダーシップで
世界に誇れる日本を!

Rotary RYLA

開催期日:平成29年6月 10日 (土)～ 11日 (日 )

1会  場 :国立夜須高原青少年自然の家
主  管 :第2700地区RYLA・ 青少年育成委員会



テーマ 「私たちのリーダーシップで世界に誇れる日本を!」

私たち日本人の「心」「技術」「繊細さ」など、世界各国の人々から注目され高い評価を受
けていることがたくさんあります。おもてなしの心、思いやりや助け合う心。食や物づくリヘ
のこだわり。サービスや便利への追求など。
しかし、今の日本は、当の国民に意識調査をすると幸福感や充実感が低いのが現状の
ようです。

これから、この日本を 1まずは私たちの周りから更に良くするために、「私たちができるこ
とはなにかつ」について、考える機会にしたいと思います。
私たち日本人がもつている良いところを更に活かし、私たち日本人が幸福や充実を実感

できる更に良い日本にしたいと思つています。
今回のテーマは、「私たちのリーダーシップで世界に誇れる日本を :」 です。

今後の生き方について自分なりの答えを見つけるために、みんなで学習や意見交換をしま
す。
このセミナーが一人でも多くの受講者にとりまして、今後の人生や仕事に役立つことがで

きれば良いと思つております。

◎開催期 日 平成29年6月 10日 (土 )～ 11日 (日 )

受付 AM10:00～    開会 AMl■00～

◎開催場所  夜須高原青少年自然の家 TEL0946-42-5811
福岡県朝倉郡筑前町三箇山 1103(htp://yasu.niye.go」 p)

◎参 加 者
対 象 者

一般 ・ ローターアクト・ インターアクト ※高校生以上30歳まで
_月=夕

'ア
ンの会社で働く社員の方など関係者 (家族・知人)

ガバナー補佐・会長・幹事・青少年関連委員会・他ロータリアン

◎登 録 料  青少年受講者 2,000円   ロータリアン 8.000円

◎講  師  的場 亮 氏

◎ロータリアン青少年奉仕懇談会 (ロ ータリアン対象)19:30～ 2■00
※参加費 1000円 当日徴収

◎当日持参品 筆記用具・洗面具 ・お風呂セット(シャンプー・石鹸・タオルなど)

動きやすい服装・靴 (※高地のため肌寒いときがあります)



■

□

◆ RYLAの主旨
RYLAに参加する若い人達がロータリアンと共に学び.若者の心の中に潜在
している指導者としての資質を十分|こ 引き出し育成助長し.併せて生涯を正しく
キせに生きて行くために、立派な人間性を想像することを主旨としています。そし
てRYLAに 参加する青少年が社会的に責任を負うことを自覚して書良なる市民
として.ま た日本国民としての心を育成して.職業的にも或いは社会的にも良い

指導者となって地域社会の為.国家の為に貢献され、実りの多い人生を心から
期待するものであります.

◆ RYLAの足跡
地域分割以前の第2700地 区では、1980年 5月 に第1回 RYLAを長崎県

「親和の森」で開催しましたが第4回を迎えました時に地区の分割が行われました.
第6回RYLAよ り第2700地区単位で開催されるようになりましたが.毎 回総数
200名程度の青年及びロータリアンの参加者を迎え.素晴らしい講llliの お言舌と
班別討議に熱っぼく語り合う青年達の会話は多くのロータリアンにも感動を与
えております。そして青年達自身が多くの友をつくり滑在さオした指導性を発揮す
る機会を得る大切な時間となつております.
短い時間ですが.すでに多くの人 が々RYLAを 卒業さオし、地

'・

文社会で.職場
魚参加さ,れたRYLAで得た知識や経験を生かしておられると思っております。
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◆受付時間
◆第 36回開校式

10:00´‐11
11 :00～ 12

00
30 メイン会場 :ラーニング 4

1 点鐘
2.国歌・ロータリーソング斉唱      ソングリーダー
3.開講挨拶
4.ガバナー挨拶
5.来賓紹介
6.ライラ青少年育成委員会及びサポート会メンバー紹介
7ロータリー及びローターアクトの活動紹介
8.オリエンテーション
①スケジュールについて
②生活全般
室内禁煙、布団毛布のたたみ方、部屋の清掃、風呂場の使い方(資料参照)

③班別討議 概略の説明(資料参照)

9.昼食・自由時間 12:30～ 13:30 場所 :レストラン夜須

10.班別行動・グループワーク 13:30～ 14:40 場所 :ラーニング 4

11講話  的場 亮  氏  14:50～ 16:50 場所 :ラーニング 4

12タベの集い 17:00～ 17」 5 場所:つどいの広場

13.夕 食・自由時間 17:15～ 18:30 場所 |レストラン夜須

14班別討議(フリータイム)18:30～ 22:00
A・ B・ C・ Dラーニング4   E・ F ラーニング2

G・ Hラーニング3
※18:30～ 19:30ロ ータリアンは班別討議の見学

場所:各ラーニング

ロータリアン青少年奉仕懇談会 20i00～ 22:00

※ロータリアンの方は是非ともご参加ください

15入浴時間 21■ 5～ 22:00

16.就寝 22:00～

0~乙 ~

第1日 目 6月 10日 (土)



第2日 目 6月 11日 (日 )

1.起床・身支度  6:30～

5ロータリアンと語る 9100～ 10:20

6. 班月ll言寸議|(2回 目) 10:30～ 12:00

7昼 食・自由時間  12:00～ 13:00

8班別討議(まとめ)13:00～ 14:30

※発表時間は一班 5分にまとめる

9班別討議発表  14:30～ 15:30

※模造紙 各 5分 X10班

11.会場片付け・解散  16:20～

場所 :つ どいの広場

場所 : ラーニング4

所:各ラーニング

場所:各ラーニング

場所 :ラーニング4

場所 : ラーニング4
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2.朝 のつどい 7:00～ 7:15
※集合写真
3清掃・後片付け 7:20～8:00(ベ ッド・部屋・洗面所・トイレ等)

※荷物類はすべて宿泊棟から持ってくる
4朝食・自由時間 8:00～ 9:00

10閉校式 15:40～ 16:20

①挨拶及び講評

②修了証書授与

③謝辞 受講生代表
④開講挨拶

⑤点鐘



研修の心得・施設利用の手引き

◎あいさつ   コミュニケーションの基本である「あいさつ」をお互いに明るく、元
気に行いこの2日 間を気持ちよく過ごす。

◎5分前の精神  全ての行動に余裕をもつて行う。

★施設利用について
・室内(研修室・宿泊室)は禁煙、飲酒禁止。但し、お茶・ジュース類はベッド以外で飲
むの|まOK>
・布団シーツ2枚、枕カバー1枚は、風呂場入り回のリネン室より各自取り、翌日リネ
ン室かごヘシーツと枕カバーを分けて返却してください。
・布団のたたみ方は各部屋に写真で表示してある通りにすること、折り目の向きが
あるので注意する。※間違えるとやり直しを全部しなくてはならない。
く間違えないコツ>1セット動かさずに取つて置く

・風呂は、石鹸やシヤンプー類、タオルはないので各自持っていく。
・2日 目の朝に宿泊室の清掃がありますので、備え付けの掃除機・ほうき・モップな
どで行う。また、トイレの清掃も行う。(汚物等)

※ごみ袋を渡しますので各部屋でまとめてください。
・ごみは団体での持ち帰りになりますので最後に集めます。

★レストランの利用方法
・手荷物、バック・リュック靴などは持ち込まないでください。
・食べる前に手洗い・消毒してください。
・料理を取った後は出口に近いほうからつめてください。
・利用後、柱近くにある台拭きでテーブルを拭いてください
ツ ンヾの持ち帰りは衛生面からも禁上しています。

☆班別討議と発表のやり方(参考1掲示写真)

・各班のリーダー、サブリーダーの進行で会議を進め、班のメンバーは積極的に意
見を出すことに努める。く各班に付箋、マジック、模造紙4枚程度配布〉
・できるだけ多くの考えを付箋に書き、分類し、まとめていく。
・発表は各班 5分以内に収める、発表のあり方は自由
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講師プロフィール

株式会社 グローバルキャリア
代表取締役

的 場  亮 氏
まと1ま        りょう

1977年 2月 25日 生まれ。18歳 のときに家庭の経済的な理由で神戸の大学を中
退。最終学歴は高卒。その後、先生になる夢をあきらめされず、塾の講師になることヘ
挑戦。
19歳の時に当時「灘中学校」合格者数日本―を誇る関西大手進学塾の中途採用を

受け、奇跡的に合格し、社会科専任講師となる。
子ともたちのやる気 .モティベーションを引き上

'■
自立型の生徒を育成するのを得

意とし、関関同立コースの子どもたちを第一志望校合格へ毎年85%以 上の確立で導
く。生徒からのアンケートでは、担当していた全てのクラスで支持率が平均で95%を
超え、小学部全講師の中でNO.1講師となる。塾を辞めるまで、アンケート支持率は常
にトップを維持。
25歳のときに塾を辞め、恩師と一緒に事業を立ち上げる。ェにキャリア教育の講師

を担当、その後、27歳のときに上京。一部上場企業の教育事業の総括マネージヤー兼
子会社の取締役を歴任。講演を専門に担当し、私立や公立の中学校や高校・専門学校。
大学そして学習塾や幼稚園などで講演を実施。
2009年3月 12日 に株式会社笑おう|1日 本 |を設立。全国各地で講演を行い、設立
7年現在で既に5万人以上の前で講演を実施。2015年4月 に社名を株式会社グロー
バルキャリアに変更。

【著書/DVD】
「Be p「ofessional―  i夢をかなえるためのコツ8」
2011年7月度 月間ビジネスDVDレ ンタルランキング5位

一瞬の「感動」を人生の「きっかヤカに
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施設案内図
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建物配置図
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ロ

国際ロータリー第2700地区
第36 RYLA出席報告

■́｀   _堅=   ズ′
‐   々   徊

職 業 分 類

所 属 ク ラ ブ

国際ロータリー第2700地 区第36回ライラに出席されましたのでご報告申し上げます。

平成29年 月  日

領  収 書

様

但 し、国際ロータリー第2700地 区第36回 ライラ参加登録料
として上記の通 り領収いたしました。

ロータリアン

lロ ーターアクト及び
l一般参加青少年

第2700地区ライラ青少年育成委員会
会 計 小林 憲治

¥8,000
¥2,000

平成29年  月  日

第2700地区ライラ青少年育成委員会
委員長 井上 明秀

ト



2016-17 RIテ ーマ

人類に奉仕するロータリー

ROTARY SERVING HUMANITY

四つのテスト

1.真実か どうか
2.みんなに公平か
3.好意と友情を深めるか
4.みんなのためになるか どうか

ロータリーの目的

「四つのテスト」は、家庭生活.社会生活、職業生活.国民として.ま た国際人としての
生活において接触する人 と々の関係、特に.実業および専門職務における計画.方針。
声明.広告原案、政府における立法案の検討に.また学校における教師と学生との関係
に適用すれば有益であります。

ロータリーの目的は.意 義ある事業の基礎として
奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。具
体的には、次の各項を奨励することにある:

第 1 知り合いを広めることによって奉仕の機会
とすること:

第 2 職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事
はすべて価値あるものと認識し.社 会に奉
仕する機会としてロータリアン各自の職業
を高潔なものにすること:

第 3 ロータリアンー人一人が、個 人として.ま
た事業および社会生活において.日 々、奉
仕の理念を実践すること:

第 4 奉仕の理念で結ばれた職業人が.世 界的
ネットワークを通 じて.国 際理解、親善、
平和を推進すること。

言行はこれに照らしてから


